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平成 25 年 9 月 19 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

野鳥における高病原性鳥インフルエンザウイルス保有状況調査の 

実施について 

 

このことについて、平成 25年9月 6日付け環自野発 1309062号をもって、環境省

自然環境局野生生物課長から別添のとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よ

ろしくお願いいたします。 

このたびの通知は、平成 20年度に作成し、平成23年9月に改定を行った「野鳥に

おける高病原性鳥インフルエンザに係る対応技術マニュアル」に基づき、本年度につ

いても、本格的に渡り鳥の飛来が始まる 10月より、野鳥におけるサーベイランスを進

めることとしていることを各都道府県知事宛てに通知した旨、了知の上、本会会員に

円滑な野鳥の高病原性鳥インフルエンザウイルス保有状況調査の実施について協力を

依頼されたものです。 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹川 

TEL  03－3475－1601 
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